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自己紹介

東洋経済新報社より発売中

• アクセンチュアのアナリティクス、AI部門の日本統括として、AI Hubプラッ
トフォームやAI Poweredサービスなどの各種開発を手掛けると共に、ア
ナリティクスやAI技術活用した業務改革を数多く実現

• デジタル変革の知見や技術を結集した拠点「アクセンチュア・イノベーショ
ン・ハブ東京」の統括として、企業のデジタル変革支援

• 厚生労働省 保健医療分野AI開発加速コンソーシアム構成員他、中
央省庁にて各種委員を歴任

• 一般社団法人サーキュラーエコノミー推進機構理事

アクセンチュア・イノベーション・ハブ東京

保科 学世 （Gakuse Hoshina, Ph.D.）
アクセンチュア 執行役員
データ&AIグループ日本統括 AIセンター長
アクセンチュア・イノベーション・ハブ東京共同統括
博士（理学）

著書・監修
（生成AI時代の超仕事術大全、データドリブン
経営改革、責任あるAI、 AIフロンティア 他）
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爆発的な活用がすすむ生成AI

生成AIの１つである『ChatGPT』は、その手軽さと能力の高さから日々メディアを賑わせ、急速に多くのユーザーに受け入れられつつある。

ChatGPT 2ヵ月

かかった月数

ChatGPT、２ヶ月でユーザー数 1億人突破

米医師資格試験に対する
正解率が合格ラインに到達

MBA最終試験に対する
解答がB(合格レベル)評価

米司法試験に対する解答が
上位10%のスコアを獲得

54カ月

49カ月

30カ月

19カ月

9カ月

ChatGPT (2023.02)

ChatGPT (2023.01)

GPT-4 (2023.03)

facebook

X(twitter)

Instagram

LINE

TikTok
ソース：Open AI GPT-4 Technical Report

ソース：PLOS DIGITAL HEALTH

ソース：NBC News

ソース：UBS調査を基にした報道とNHN株式会社（当時）の公式発表よりアクセンチュア作成

日本の医師国家試験に合格

GPT-4 (2023.03)

ソース：Evaluating GPT-4 and ChatGPT on Japanese Medical Licensing Examinations

https://cdn.openai.com/papers/gpt-4.pdf
https://journals.plos.org/digitalhealth/article?id=10.1371/journal.pdig.0000198#sec007
https://www.nbcnews.com/tech/tech-news/chatgpt-passes-mba-exam-wharton-professor-rcna67036
https://finance.yahoo.com/news/chatgpt-on-track-to-surpass-100-million-users-faster-than-tiktok-or-instagram-ubs-214423357.html
https://linecorp.com/press/2013/0118474
https://arxiv.org/pdf/2303.18027.pdf
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政治

法律

教育 エンタメ

財形・
資産管理

サービス

製品

衣

食

住

宗教

気分にあった服の
イメージ生成

自分の気分・体調・食材
にあったレシピの生成

土地・天候に合った
作物の推奨と育成のサポート

自分のライフスタイル・
イメージに合う
インテリアの生成

症状を基にしたAI問診と
診断案の提示

AIによる審判
(主張の整理・証拠の吟味)

判決文の自動生成

AIによる政策の立案

法案の自動生成

AIによる
法案審議

ライフステージに合った
住環境・コミュニティの提案

学力・興味に合わせた
カリキュラムの生成

個々の学力に合わせた
学習コンテンツの自動生成

自分の趣向に合った
衣料メーカーの紹介・コンタクト

個々のニーズに即した
自社サービス・パーソナライズ案の生成

個々の顧客をAIが
一生涯サポート

個々のニーズに即した
自社製品パーソナライズ案の生成

資産が最大化できる
ポートフォリオへの自動組み換え

資産を最大化する
投資のアドバイス

人生の指針、
格言などの生成

個々の悩みへの回答

好みに合う趣味のサーチ

気分にあった動画・音楽・小説等
パーソナライズド・コンテンツの自動生成

ヘルスケア

気分・調子にあわせて
家電を自動制御

顧客をつなぎとめる
プログラムの自動生成
(クーポン、割引など)

仮想空間

Global
コミュニケーション

外人と母国語で
理解し合える

なりたい自分に
より近いアバターの生成

自分が居たい仮想空間
そのものの生成

IoT

症状を基にした
介護保険の自動申請

Hello 你好

こんにちは

宗教・文化・NGワード、言葉遣い等を
踏まえた会話のリアルタイムフォロー・サポートAIを介してのマシン同士の意思疎通

(故障の自動検知/自動復旧)

個々の能力に合わせたフィードバック

個人に合わせた健康リスクのアドバイス・
未病アクションプログラムの提案

個人の既往症・
症状に合わせた調剤

創薬研究の多様化

超パーソナライゼーション
(賞品・画像・説明文の生成)

働き方

伴奏型作業員
(ペアワーカー)

バーチャル専門家
(リサーチャー、エンジニア、コンサルタント、リーガル、etc)

バーチャル・コーディネーター
(ドメイン横断で意見を選択・集約)

きめ細かい
介護サービスの提供支援

ジェネレーティブAIのもたらす世界観
ジェネレーティブAIは、弁護士、医師など専門性が極めて高い職業の業務のあり方を変えるのみならず、
インターネットと同様、あるいはそれ以上に、我々のあらゆる仕事や生活に影響を及ぼす可能性を秘めている。



5

2038年までの間に大規模言語モデル（LLM）が日本のGDPを年間成長率(CAGR)で
0.3〜1.2ポイント増加させる可能性

日本経済成長シミュレーション（2023年〜2038年）
GDP（10億米ドル）

ソース：Accenture Research （Oxford EconomicsのGDP国別予測を基準とした３つのシナリオに基づくGDP成長シミュレーション）

ベースライン アグレッシブ  慎重 人間中心

長期的には人間を中心とした生成AIの活用
が最大のGDP成長効果（+9,640億ドル
/135兆円）を創出

2038年
までの基準に
対する
GDP増加額

基準0.3%を上回
る2023年～2038
年までのGDP年間
成長率(CAGR)

アグレッシブ + $ 237 bn +0.3pp

慎重 + $ 748 bn +1.0pp

人間中心 + $ 964 bn +1.2pp

7280億ドル(102兆円）
※人間中心シナリオとアグレッシブシナリオの差額

備考：為替レート1ドル140円で換算



6

大規模言語モデル(LLM)による潜在的な労働時間への影響

ソース：Accenture Research（総務省統計局、職業情報ネットワーク(O*NET)および米国労働統計局のデータに基づく）

[注記]
・各数値はあくまで米国でのビジネスを前提として算出されており、日本国内の事情
とは異なります。

・自動化の潜在的可能性が高いタスク：人間の作業者の関与を減らしてLLM（大規模
言語モデル）によって変換することができるタスク。

・強化の潜在的可能性が高いタスク：LLMが人間の作業者からより多くの関与を必要
とするタスク。

・各数値は言語によるやり取りのみを前提とした影響を数値化しています。最新の
LLMは言語だけでなく画像や音声、ロボットとの連携等マルチモーダル化しており、
右記の効果試算は過少に算出されている可能性があります。

銀行業

保険業

証券

ソフトウェア&プラットフォーム

通信＆メディア

ハイテク産業

小売

公共事業

業界平均
旅行産業

エネルギー

宇宙産業＆防衛

ヘルスケア

電気・ガス・水道

自動車

ライフサイエンス

産業機器

化学

消費財

天然資源

あらゆる業界、とりわけ金融業界が大規模
言語モデルによって影響を受ける見通し

業界平均で 4４% の労働時間が大きな
影響を受ける可能性がある

自動化の潜在的
可能性：大

強化の潜在的
可能性:大 

AIによる影響:大

言語タスク無影響：小

29%

38%

30%

37%

28%

27%

28%

25%

25%

23%

25%

28%

25%

15%

21%

20%

20%

20%

16%

47%

35%

40%

32%

29%

23%

20%

23%

19%

20%

18%

14%

15%

22%

17%

12%

10%

10%

11%

18%

20%

19%

24%

15%

30%

14%

20%

19%

9%

12%

12%

11%

39%

16%

10%

8%

8%

11%

6%

7%

10%

7%

27%

20%

37%

32%

36%

48%

45%

46%

49%

23%

47%

59%

62%

62%

62%

Capital Markets

SW&P

Insurance

Banking

C&M

Public Service

Retail

High Tech

Japan Average

Travel

Life Sciences

Automotive

Industrial

Health

Energy

Utilities

Natural Resources

Chemicals

CG&S

証券

ソフトウェア＆プラットフォーム

保険

銀行

通信＆メディア

公共事業

小売

ハイテク産業

日本平均
旅行

ライフサイエンス

自動車

産業機器

ヘルスケア

エネルギー

電気・ガス・水道

天然資源

化学

消費財

業界別の労働時間分布とAI の潜在的な影響
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生成AIの利活用は更に加速

人を支える
パートナー

業務システム
への組み込み

デジタルツイン
エンタープライズ

の実現

共に働く同僚（ピア・ワーカー）から顧客のデジタルツインまで
AIが“あらゆる人格を演じる”ことが可能に

WebブラウザやOffice製品にとどまらず、
生成AIは業務システムにも組み込まれる

SalesforceSAP

Oracle

ServiceNowMicrosoft

Pega Workday 等
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アクセンチュア従業員を支える同僚AI：ピアワーカープラットフォーム
アクセンチュアでは既に、仕事のパートナー「ピアワーカー」が働いている。

Employee

Console

V
o

ic
e

M
a

il,
 C

h
a

t ピア
ワーカー

SVからの指示

その日の予定の
確認

有識者に意見を
求める

インターネット
を調べる

報告をレポート
にまとめる

会議に出席して
メモを取る

社内システムに
データを登録する

社内システムにアクセスする
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アクセンチュアのピアワーカー：ブレインバディさん（動画）

https://www.youtube.com/watch?v=Me0zOGNucDw

https://www.youtube.com/watch?v=Me0zOGNucDw
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Daily Life
日常生活

Dream
夢・願望

Shop
ショッピング

Buy
購入・決済

トラスティッド・
アドバイザーモデル

「金融AI」

ゼロ・モーメントを抑え
“個”のリテラシーに

合わせて相談してくれる
“顧客の相棒”

キャッシュフロー
管理

自動
金融取引

ゼロ・モーメント
アドバイス／
目標達成
の組立て

異業種

異業種

異業種

金融属性＋
ライフスタイルで
フィルタリング

トラスティッド・アドバイザーモデル「金融AI」



パートナーAIの実現がカギに
今後、個人と最も近いコミュニケーションパートナーを実現すべく、業界の垣根を超えたプラットフォーム同士の連携が進む可能性がある。
パートナーシップやコンソーシアムなどを通じた連携で、深くかつ幅広くユーザーを理解できるパートナーAIを提供したプレーヤーがビジネスの
覇権を握る可能性を秘めている。

都市OS・
スマートシティEコマース

ヘルスケア
プラットフォーム

教育
プラットフォーム

SNS

検索プラットフォーム

動画
プラットフォーム

デジタル金融
プラットフォーム

「食」プラットフォーム

パートナーAI
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生成AIによるデジタルツイン エンタープライズの実現へ

デジタルツインは企業活動をデータ化し、デジタル上に再現することで、AIにより最適化することが可能。従来のプロセスでは
人が関わるため、広範囲での最適化が難しかったが、生成AIを活用することにより、経営者が生成AIを通じて直接、業務を
確認し、指示することができるようになる。株主や顧客、従業員の声をもとに各種業務の全体最適を実現する世界が視野に
入ってきた。

経営者

1

3

経営者が個別業務の確認や指示を
「自然言語」で「業務システム」に対して

実行

1

株主や顧客、従業員の声を
経営者が直接把握できる環境を築く
とともに、経営判断を各業務システムに

直接反映

3
2

属人的に連携してきた各業務を、生成AI
が人に代わってつなぐ事で最適化

2

株主の声、顧客の声、従業員の声

業務システム

研究開発 製造 物流 倉庫 マーケティング 営業 間接部門 財務 人事
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経営者が直接対話できる企業システム（AI Powered マネジメント コックピット） （動画）
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株主との対話サポート（動画）



STEP1

AIX

STEP2

AI金融

STEP3

産業創造・変革支援

• “ラストワンマイル”を含めたE2Eで
のプロセス自動化

• 顧客のあるべきゴールに向けて最
適なルートを組立・代行

• ルーティンから解放された人は、金
融の根源価値であるフロンティア・
価値創造に集中

• コールセンター

• AI審査・査定

• リスクモニタリング など

• AI銀行

• AI証券

• AI保険

• 保険 × IoT設備保全

• リース × シェアリング

• コネクテッド地域基盤 など具
体
例

AI活用の三段階



人間の能力

人間が得意なこと vs. 生成AIが得意なこと
生成AIは、これまで「人間にしかできないこと」と捉えられてきた「抽象的問題の取り扱い」や「柔軟な対応」を実現しつつある。
AIと人間の境界線は変化し続けるため、その時々に最適な役割分担を把握する必要がある。

人間的 機械的

生成AIの能力

共感

五感を通した経験・判断

情熱・人としての意思

課題定義

ルール定義

社会・文化適合性判断

高度な
模倣能力

マシンの得意領域

作詞・作曲

小説の執筆

ビジネス文書作成

作画

＋

スピード

安定したサービスレベル

機械との対話

知識量

大量データ解析

24時間365日労働

創造 模倣

プログラミング

リーダーシップ

倫理判断

対人コミュニケーション



生成AI時代における必要スキル8選

人間とのAIハイブリッド活動人間がAIを補完するためのスキル

AIに人間の力を拡張させるためのスキル

①人間性回復
②定着化遂行

(業務変革スキル)
③判断プロセス統合

(人間による総合的判断)

④合理的質問
(プロンプト生成スキル)

⑤ボット活用
(AIの能力をフル活用)

⑥身体的/精神的融合
(AIと一体となる)

⑦相互学習

⑧継続的再設計

人間は人間の得意とする仕事に
フォーカス。生産性/幸福度が最大
化するように分担を考える。

人間とAIとが協働する形をPoCで
終わらせず、業務にしっかり定着させ
る。

AIの判断を取り入れつつ、「人間の
判断」が必要なプロセスを見極め、
総合的判断を下す。

AIから多くのことを学び、一方で人
間がAIの教師となる。

AIから効果的な答えを引き出せるよ
うな質問を投げかける。

ジェネレーティブAIの能力を仕事や
生活でフル活用する。

AIの能力を人間の能力の延長、自
身の一部として捉える。

AIを進化させつつ、その進化に合わ
せ業務プロセスを再設計し続ける。

人間性の
高い仕事

AI による
削減時間

質問
回答

依頼
結果報告

業務プロセス

チェック/判断 チェック/判断

AI

Hello 你好

こんに
ちは

要約 コード生成 検索 質問応答

画像生成 文章生成 翻訳 感情分析

一時的な業務
自動化

業務プロセスの継続的
な再設計

AIから学ぶ

AIに教え込む

人間 + AI

人間



生成AIがはらむ不確実性と企業経営に求められること

・平均３割の自動化、1割の仕事の質向上
・人間の選択肢(着想/創造力)の“幅”の拡張
・人を支えるパートナーAIの出現
・デジタルツイン・エンタープライズの実現

・低品質な成果物の大量生産
・著作権侵害
・虚偽の情報を活用、拡散するリスク
・フェイクニュースに騙されるリスク
・生成AIによって作成された悪意あるプログラムからの攻撃

生成AIから得られる果実 生成AIがもたらすリスク

• 成長ビジョンの達成の観点から見た、ポジティブな利用価値、リスク領域の見極め
• 生成AIを前提とした業務変革と、業務システムへの組み込み、人材育成と配置の最適化
• 不確実性が高いためにうまく行かなかった場合に備え、即修正できるアジャイルの手法・風土の

徹底

企業経営に求められること
生成AIに関わる不確実性を、大きな成長を目指さないことの言い訳にしない

経営力の発揮

テクノロジーの力
の発揮

• ChatGPTのような外部知識に偏重したAIのみに頼らず、社内知識を活用できる仕組みを整備
• 従来のAIとは異なる特徴を持つ生成AIのみに頼らず、複数のAIの良いところを組み合わせ活用
• テクノロジーの進化が激しい領域が故に、外部のAIエンジン部分は着脱可能な仕組みを用意



生成AIは実験段階から本格適用の段階に
2023年は生成AIの実証実験が盛んにおこなわれたが、2024年はビジネス適用を本気で考える段階に来ている

現在の事業を生成AI主導の事業に抜本的
に見直し、成長をもたらす大きな変革に戦略
的に投資し、抜本的な業務変革を実現

実証実験から脱却し、生成AI主導の長期的成功を目指ざす時が来た

2024年～

生成AIを「社員の生産性」や「顧客体験」
の向上に本格適用

No regrets (後悔しない) Strategic Bets (戦略的な賭け)

～2023年

生成AIユースケース抽出

生成AI実験環境の準備

実証実験(PoC)の実施

生成AIのお試し利用

初めに着手すべき点

AIテクノロジーと
データの準備

AI人材と
組織の準備

AIのリスク
軽減策

まず着手すべきこと



Thank you


